
全５回シリーズ

　公益財団法人SBS 静岡健康増進センター公開講座「聞
いてなるほど！ いきいきライフ」の2019年度シリーズ（全
5回）最終回がこのほど、静岡市葵区のしずぎんホール

「ユーフォニア」で行われた。前半はお茶の水健康長寿ク
リニック院長で白澤抗加齢医学研究所所長の白澤卓二さ
んが「脳を鍛えるための生活塾」と題し講演した。その
概要を紹介する。
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最終回・上
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しらさわ・たくじ　1958年、神奈川県生まれ。82年千葉大医学
部卒業後、呼吸器内科に入局。90年同大大学院医学研究科博士課
程修了、医学博士。寿命制御遺伝子の分子遺伝学、アルツハイマー
病の分子生物学、アスリートの遺伝子研究などを専門としており、
順天堂大や米ミシガン大、獨協医科大などで教授を歴任し、2017
年よりお茶の水健康長寿クリニック院長。著書は300冊を超え、
テレビなどでの分かりやすい医学解説が好評を博している。

認
知
症
誘
発
す
る
の
は
　

炎
症
、栄
養
不
足
、毒
素

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、

深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
認
知
症
で
す
。
私
は
約
30
年

前
か
ら
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

認
知
症
は
不
治
の
病
、
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
し
か
で
き
な

い
、
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

私
は
こ
の
病
気
は
予
防
・
治
療

が
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
友
人
の
ア
メ
リ
カ
人

研
究
者
デ
ー
ル
・
ブ
レ
デ
セ
ン

博
士
が
そ
の
予
防
医
学
に
つ
い

て
本
を
出
版
し
、
私
が
日
本
版

の
監
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

本
は
、
従
来
の
認
知
症
医
療
の

常
識
を
覆
す
内
容
で
、
世
界
中

で
評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

も
、
同
様
の
予
防
医
学
と
治
療

を
自
分
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行
っ

て
い
ま
す
。
本
日
は
こ
の
予
防

法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
に
は
三
つ
の
要
因
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
ず
「
炎

症
」
で
す
。
認
知
症
は
脳
が
炎

症
を
起
こ
す
と
い
う
考
え
方
で

す
。
肥
満
や
歯
周
病
な
ど
の
慢

性
炎
症
も
認
知
機
能
を
低
下
さ

せ
ま
す
。
次
に
「
ホ
ル
モ
ン
・

栄
養
不
足
」
。
脳
の
機
能
に
必

要
な
ホ
ル
モ
ン
や
栄
養
素
の
欠

乏
も
認
知
症
を
誘
発
し
ま
す
。

三
つ
目
が
「
毒
物
」
。
か
つ
て
、

歯
の
詰
め
物
に
使
わ
れ
た
ア
マ

ル
ガ
ム
と
い
う
水
銀
な
ど
の
重

金
属
は
脳
を
侵
し
ま
す
。
当
院

で
認
知
症
の
患
者
さ
ん
の
水
銀

濃
度
を
調
べ
る
と
、
大
半
が
高

濃
度
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
除
去
し
、
認
知
症
の
予
防
と

改
善
を
目
指
す
の
が
「
リ
コ
ー

ド
法
」
で
す
。
ブ
レ
デ
セ
ン
博

士
は
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
治
療
法

を
５
０
０
人
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
患
者
に
施
し
た
と
こ

ろ
、
９
割
に
改
善
が
認
め
ら
れ

た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

上
記
を
含
む
36
の
要
素
が
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
誘
因
と

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
治
療

は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
見
つ
け

対
処
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
る

な
ら
、
屋
根
に
36
の
穴
が
開
い

て
い
る
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
穴
か
ら
雨
漏
り
が
し
て

い
る
と
、
家
の
中
に
水
が
た
ま

り
、
つ
い
に
は
お
ぼ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
が
認
知
症
発
症

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
。穴
を
見
つ
け
、

ふ
さ
い
で
い
く
の
が
リ
コ
ー
ド

法
で
す
。

こ
れ
ら
の
「
穴
」
と
は
、
タ

ン
パ
ク
質
の
グ
ル
テ
ン
を
多
く

含
む
パ
ン
や
炭
水
化
物
、
あ
る

種
の
胃
薬
や
抗
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
薬
、
深
夜
の
糖
分
摂
取
、
ト

ラ
ン
ス
脂
肪
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

欠
乏
、
徹
夜
、
電
磁
波
な
ど
で

す
。
認
知
症
を
誘
発
す
る「
穴
」

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
な

も
の
ば
か
り
で
す
。
多
く
の
原

因
が
漂
う
海
の
中
で
、
皆
さ
ん

が
危
な
げ
に
泳
い
で
い
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
私
た

ち
は
こ
れ
ら
を
上
手
に
回
避
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何
が

危
険
で
何
が
安
全
か
の
知
識
を

持
つ
こ
と
は
と
て
も
大
切
で

す
。摂

取
す
る
食
べ
物
を
　

精
査
し
て
予
防
・
改
善

認
知
症
予
防
で
重
要
な
の
は

日
々
の
食
事
で
す
。
小
麦
粉
か

ら
で
き
た
パ
ン
、
パ
ス
タ
、
う

ど
ん
、
天
ぷ
ら
粉
、
ラ
ー
メ
ン
、

ピ
ザ
生
地
、
ケ
ー
キ
な
ど
、
グ

ル
テ
ン
を
多
く
含
む
食
品
は
控

え
め
に
。
グ
ル
テ
ン
が
ど
れ
ほ

ど
脳
に
悪
さ
を
す
る
か
は
未
知

数
で
す
が
、
当
院
の
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
患
者
さ
ん
の
半
数

に
は
、
グ
ル
テ
ン
抗
体
が
出
て

い
ま
す
。
疑
わ
し
き
も
の
は
避

け
る
の
が
賢
明
。
パ
ン
に
未
練

が
な
け
れ
ば
、
玄
米
派
、
和
食

党
が
ベ
タ
ー
で
す
。
朝
食
は
み

そ
汁
、
玄
米
ご
飯
、
お
新
香
、

焼
き
魚
、納
豆
が
お
薦
め
で
す
。

お
酒
は
糖
分
が
少
な
い
も
の

に
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
１
日

25
㌘
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。
ワ

イ
ン
な
ら
グ
ラ
ス
３
杯
、
ビ
ー

ル
は
５
０
０
cc
以
内
で
す
。

そ
し
て
、
必
ず
し
も
１
日
３

食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
朝
食
を
軽
く
す

る
の
は
良
い
こ
と
で
す
。
例
え

ば
前
日
の
夕
食
を
午
後
７
時
に

取
り
、
朝
は
飲
み
物
の
み
に
し

た
ら
、
次
に
し
っ
か
り
食
事
を

取
る
の
が
16
時
間
後
の
翌
日
の

昼
食
に
な
り
、
こ
の
間
は
絶
食

と
な
り
ま
す
。
毎
日
16
時
間
の

絶
食
を
す
る
と
、
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
と
い
う
細
胞
の
働
き
に
よ

り
、
脳
細
胞
内
の
不
要
な
タ
ン

パ
ク
の
蓄
積
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
、
認
知
症
の
予

防
改
善
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
で
す
。
中

鎖
脂
肪
酸
を
豊
富
に
含
み
、
脳

機
能
改
善
に
有
効
と
言
わ
れ
る

食
材
で
す
。
こ
の
情
報
を
知
っ

た
当
初
は
半
信
半
疑
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
認
知
症
の
患

者
さ
ん
に
一
定
量
を
摂
取
す
る

テ
ス
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
好

結
果
が
得
ら
れ
た
の
で
す
。
コ

コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
手
軽
に
購
入

で
き
、
す
で
に
摂
取
し
て
い

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ヒ
ー
や
豆
乳
、
料
理
に
混

ぜ
て
取
る
の
が
手
軽
な
方
法
で

す
。
多
く
取
る
と
下
痢
を
し
ま

す
の
で
一
さ
じ
程
度
が
良
い
で

し
ょ
う
。
オ
イ
ル
に
抵
抗
が
あ

れ
ば
コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
が
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
た
な
選
択
肢
　
　
　

神
経
幹
細
胞
治
療

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、
国

を
挙
げ
て
対
策
に
取
り
組
む
べ

き
疾
患
で
す
。
私
は
長
年
政
府

に
こ
の
予
防
医
学
を
提
唱
し
て

き
ま
し
た
が
、
つ
い
に
近
年
、

認
知
症
患
者
の
数
を
減
ら
そ
う

と
い
う
政
策
が
始
ま
り
ま
し

た
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
肥
満
、

う
つ
病
、
運
動
不
足
、
た
ば
こ

は
認
知
症
の
誘
発
因
子
で
す
。

う
つ
病
を
除
け
ば
生
活
習
慣
病

と
同
じ
で
す
。
生
活
習
慣
指
導

に
よ
っ
て
国
民
の
認
知
症
発
症

は
抑
制
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
す
で
に
発
症
し
て
い
る

方
に
も
、
治
療
の
道
は
あ
り
ま

す
。
当
院
で
は
「
神
経
幹
細
胞

治
療
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大

脳
皮
質
の
幹
細
胞
を
活
性
化
さ

せ
、
認
知
機
能
を
低
下
さ
せ
な

い
再
生
医
療
で
す
。

当
院
に
来
ら
れ
た
71
歳
の
患

者
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
の

治
療
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
10
カ

月
後
に
大
脳
皮
質
の
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
の
神
経
細
胞
が
再
生
し
、

機
能
の
回
復
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
50
〜
60
代
の
若
年
性
の
患

者
さ
ん
の
中
に
は
、
職
場
に
復

帰
で
き
た
方
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
諦
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
認
知
症
も

克
服
で
き
る
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
食
事
、
運
動
、
生
活
改
善

な
ど
、
脳
機
能
を
損
な
わ
な
い

工
夫
を
取
り
入
れ
て
、
皆
さ
ん

が
健
や
か
な
高
齢
期
を
過
ご
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

日
常
見
直
し「
36
の
穴
」を
ふ
さ
ぐ

古賀  震

ワンポイントアドバイス

古
賀
所
長
の

上手な医療活用で健康長寿

熊本大学医学部、同大学院卒業修了後、米国コロンビ
ア大学医学部博士研究員、宮崎医科大学講師、和歌
山県立医科大学助教授、静岡県立大学教授等を経
て、2018年4月からSBS静岡健康増進センター所長。

　現在でも感染症や難病、ガンに対する新薬の開発に、世界
中の製薬会社や研究者がしのぎを削っています。新薬開発が
極めて重要なことは言うまでもありません。
　新薬を開発する場合、ある疾患に効果があっても、有害な副
作用があっては使用することはできません。この有害な副作用
の原因となる可能性のある化合物を排除する際に人工知能（Ａ
Ｉ）が極めて有効であることが判明しています。例えば、100
万の化合物をスクリーニングする研究において、従来の方法で
数カ月必要であった実験・研究が、ＡＩを使うことでわずか1日
に短縮することができるまでになっています。このように医薬
品開発にはＡＩは今や必要不可欠なツールとなっています。今
後ますますのＡＩの進歩による新薬の開発に期待
し、その新薬の恩恵で病気と上手に共存しなが
らさらに長寿を目指そうではありませんか。今回
はこれにて。

第９回：ＡＩを活用した新薬で長寿を目指す


